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中

国

ム

ス

リ

ム

研

究

会

編 

『

中

国

の

ム

ス

リ

ム

を

知

る

た

め

の

60

章

』 

（

エ

リ

ア

・

ス

タ

デ

ィ

ー

ズ 

106

） 

 

明

石

書

店 
 

二

〇

一

二

・

八

刊 

 

四

六 

三

八

八

頁

 

二

〇

〇

〇

円 

  

本

書

は

本

邦

初

と

言

っ

て

も

よ

い

中

国

ム

ス

リ

ム

に

関

す

る

総

合

的

な

概

説

書

で

あ

る

。

編

集

と

執

筆

の

中

心

と

な

っ

た

中

国

ム

ス

リ

ム

研

究

会

（

二

〇

〇

一

年

成

立

）

に

よ

れ

ば

、

中

国

ム

ス

リ

ム

と

は

、

中

華

人

民

共

和

国

内

で

イ

ス

ラ

ー

ム

を

信

仰

す

る

少

数

民

族

と

そ

の

前

身

と

な

る

集

団

を

指

す

。

ま

た

彼

ら

を

起

源

と

し

て

現

在

は

移

住

し

て

中

央

ア

ジ

ア

や

東

南

ア

ジ

ア

な

ど

で

暮

ら

し

て

い

る

人

々

も

含

ま

れ

る

。

歴

史

学

や

人

類

学

を

は

じ

め

と

す

る

各

分

野

の

専

門

家

が

最

新

の

研

究

に

基

づ

い

て

執

筆

す

る

本

書

は

、

中

国

ム

ス

リ

ム

の

歴

史

や

現

状

に

つ

い

て

正

し

い

知

識

を

分

か

り

や

す

く

提

供

し

て

く

れ

る

。

ま

た

中

国

ム

ス

リ

ム

を

通

じ

て

、

中

国

の

歴

代

政

権

の

あ

り

か

た

や

イ

ス

ラ

ー

ム

の

多

様

性

に

つ

い

て

も

理

解

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

本

書

の

全

六

〇

章

は

七

部

構

成

を

と

っ

て

お

り

、

以

下

で

各

部

の

内

容

を

紹

介

す

る

。 

 

ま

ず

第

Ⅰ

部

「

少

数

民

族

と

し

て

の

中

国

ム

ス

リ

ム

」

（

全

七

章

）

で

該

当

す

る

中

国

国

内

少

数

民

族

の

歴

史

と

現

況

が

紹

介

さ

れ

る

。

人

口

が

多

く

影

響

力

の

あ

る

回

族

（

漢

語

を

話

す

ム

ス

リ

ム

）

や

ウ

イ

グ

ル

族

だ

け

で

は

な

く

、

他

の

テ

ュ

ル

ク

系

（

ク

ル

グ

ズ

族

、

カ

ザ

フ

族

）

や

モ

ン

ゴ

ル

系

（

東

郷

族

、

保

安

族

）

の

集

団

も

扱

わ

れ

、

総

人

口

二

三

〇

〇

万

人

を

越

え

る

中

国

ム

ス

リ

ム

が

持

つ

多

様

性

が

示

さ

れ

る

。 

 

第

Ⅱ

部

「

こ

と

ば

と

文

化

」

（

全

六

章

）

は

回

族

と

ウ

イ

グ

ル

族

の

言

語

と

芸

術

活

動

を

扱

う

。

第

Ⅲ

部

「

都

市

・

農

村

の

く

ら

し

」

（

全

九

章

）

は

人

生

儀

礼

や

食

文

化

を

は

じ

め

と

し

た

日

常

生

活

を

い

き

い

き

と

描

く

。

都

市

生

活

以

外

に

も

、

農

村

や

遊

牧

民

の

生

活

も

扱

い

、

さ

ら

に

漢

族

で

イ

ス

ラ

ー

ム

を

信

仰

す

る

者

な

ど

に

も

言

及

し

て

い

る

。

第

Ⅳ

部

「

イ

ス

ラ

ー

ム

を

生

き

る

人

々

」

（

全

八

章

）

は

信

仰

生

活

を

扱

い

、

イ

ス

ラ

ー

ム

教

育

や

年

中

行

事

、

民

間

信

仰

に

つ

い

て

紹

介

す

る

。

清

真

寺

や

シ

ャ

ー

マ

ニ

ズ

ム

の

影

響

な

ど

か

ら

は

イ

ス

ラ

ー

ム

の

多

様

性

に

つ

い

て

知

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

第

Ⅴ

部

「

中

国

史

の

な

か

の

ム

ス

リ

ム

」

（

全

一

五

章

）

は

唐

代

か

ら

二

〇

世

紀

半

ば

ま

で

の

中

国

ム

ス

リ

ム

の

歴

史

を

注

目

す

べ

き

主

題

に

分

け

て

概

説

す

る

。

内

容

は

中

国

イ

ス

ラ

ー

ム

思

想

の

展

開

や

反

乱

の

歴

史

、

近

代

に

お

け

る

民

族

意

識

の

成

立

、

日

本

の

回

教

工

作

な

ど

多

岐

に

渡

る

。 

 

第

Ⅵ

部

「

国

家

・

社

会

・

イ

ス

ラ

ー

ム

」

（

全

八

章

）

は

中

華

人

民

共

和

国

の

下

で

の

民

族

政

策

、

宗

教

政

策

を

扱

う

。

改

革

開

放

に

よ

る

経

済

発

展

や

民

族

文

化

の

興

隆

の

一

方

で

、

い

く

つ

か

の

課

題

も

存

在

す

る

中

国

社

会

の

現

状

を

冷

静

に

紹

介

す

る

。 

 

さ

ら

に

第

Ⅶ

部

「

移

動

と

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

」

（

全

七

章

）

で

中

国

内

の

ム

ス

リ

ム

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

や

東

南

ア

ジ

ア

や

中

央

ア

ジ

ア

の

中

国

ム

ス

リ

ム

社

会

、

中

東

と

の

関

係

な

ど

を

扱

う

こ

と

で

、

国

家

と

し

て

の

中

国

の

枠

を

超

え

る

研

究

範

囲

の

広

さ

が

示

さ

れ

る

。 

 

本

書

は

他

に

七

本

の

コ

ラ

ム

を

含

ん

で

お

り

、

回

族

の

武

術

な

ど

興

味

深

い

話

が

つ

づ

ら

れ

て

い

る

。 

 

中

国

ム

ス

リ

ム

と

い

う

概

念

が

様

々

な

集

団

を

含

む

も

の

で

あ

る

た

め

、



『史学雑誌』第 122 編 第 9号 「新刊紹介」                 2013 年 9 月 20 日発行 

 

公益財団法人史学会 編集・発行 

 

 
©Shigakukai, Tokyo, 2013. 

本

書

も

そ

の

全

て

に

つ

い

て

詳

し

く

紹

介

す

る

こ

と

は

で

き

ず

、

構

成

も

や 

や

複

雑

な

も

の

に

な

っ

て

い

る

。

し

か

し

最

新

の

研

究

成

果

に

基

づ

き

中

国 
ム

ス

リ

ム

と

い

う

存

在

を

紹

介

し

た

意

義

は

大

き

く

、

多

く

の

研

究

者

に

新 
た

な

知

識

や

視

点

を

提

供

す

る

で

あ

ろ

う

。 
 
 
 
 

（

上

出

徳

太

郎

） 

 
 


